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　大地震なんて自分の身にはおきないだろう…。そう思っていませんか？
　平成 23年３月 11日に発生した東日本大震災から、間もなく３年がたとうとしています。
この震災により２万人を超える死者、行方不明者が発生し、いまだ多くの方々が避難生活を
余儀なくされています。被災された人々の多くが、まさかこんな大地震が自分の身におこる
とは思っていなかったようです。　　
　東日本大震災の教訓を忘れず、大切な自分の命、家族の命を守るため、いつ発生するとも
分からない地震に備えましょう。平成 25年消防統計

住宅用火災警報器は維持管理を忘れずに！ 消防ミニ図鑑
【救急バッグ】
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　救急隊は、傷病者の状況を素早く観察し、必要
な応急処置を行いながら、症状に合った医療機関
へ搬送します。
　その際に使用するのが、血圧計、パルスオキシ
メーター（血液中の酸素濃度を調べる器材）、バッ
ク・バルブマスク（人工呼吸の際に肺に効率良く
空気を送る器具）、喉

こ う と う き ょ う

頭鏡（のどの奥を調べる器
具）、マギール鉗

か ん し

子（のどに詰まった異物を取り除
く器具）などで、救急バッグにはこれらの資器材
を備えています。

　火災から大切な命を守るため、全ての住宅に住宅用火
災警報器の設置が義務付けられています。住宅用火災警
報器が適切に機能するためには、維持管理が重要です。「い
ざ」というときに住宅用火災警報器がきちんと働くよう、
日頃から作動確認とお手入れをしておきましょう。
①定期的に作動確認を
　電池が切れると作動しなくなります。
　点検ボタンを押すなどして作動確認をしましょう。
②電池交換も忘れずに
　電池の寿命は機種により異なりますが、10 年間作動す
　るものが主流です。作動試験で音が鳴らない場合は電
　池切れが疑われます。早めに購入店やお近くの電気店
　などで購入し交換しましょう。
③警報器にほこりがたまらないように！
　警報器にほこりが入ると誤作動を起こしたり、正常に
　機能しなくなります。乾いた布などで定期的に拭き取
　りましょう。

● 火災は前年と比較し１件の減少
● 建物火災も７件の減少 
● 出火原因の 1 位は８年連続「たき火」 
● 火災による死者が１人

● 救助は前年と比較し 23 件の減少　　 
● 交通事故による救助が 15 件減少 
● 水難事故による救助が３件増

● 救急は前年と比較し 161 件の減少
● １日当たりの出場件数は 10.6 件　　 
● 市民の 25 人に１人が要請 
● 医療機関への搬送は 3,607 人

地震に備えを！~あの日あの時を忘れない~

大地震発生…あなたは自分の身を守れますか？

　大きな地震の揺れは数分間続くことがあります。揺れを感じた
ら早めにテーブルなどの下にもぐり、落下物などから身を守る行
動をとりましょう。もし動けなければ、近くにある座布団やカバ
ンなどで頭を守りましょう。

　火を使っているときは、揺れがおさまってから火の始末をしましょ
う。揺れの最中に無理に火を消そうとすると逆に危険です。万一出
火したときは、落ち着いて消火器や水バケツなどで消火しましょう。

　玄関やドアが開くか確認し、開く場合は開けたままにして出口を確保しましょ
う。開かない場合は、工具などでこじ開けましょう。慌てて外へ飛び出すのは危
険です。瓦やガラスなどの落下物に十分注意をしましょう。

■ まず自分の身を守る

■ 余震に注意し正しい情報を入手

■ 落ち着いて火の元確認と初期消火

■ ドアを開けて出口を確保

　大きな地震の後には余震にも注意しましょう。
また、テレビやラジオなどから発表される正確
な情報を聞き、津波にも警戒しながら、避難が
必要な場合は迷わず早めに避難しましょう。
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　消防団へ入団して、早いもの
で12年が経過しました。今は若
い団員も増え、頼もしく感じなが

らも「若い者には負けられない」と、オジサ
ンパワー全開で頑張っています。これから
も「地域防災の要」として体力が続く限り頑
張っていきたいと思います。

■ 所属：塔之原部 
■ 年齢：49 歳 
■ 職業：会社員（通信関係）
■ 趣味：読書
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交通事故
25 件

急病
2,207 件

転院搬送
709 件

一般負傷
508 件

交通事故
266 件

運動競技
40 件

その他
144 件建物

17 件

林野
２件
車両
１件

その他
26 件 水難事故

８件

建物事故
３件

火災
２件

その他の事故
９件

救助件数
47件

火災件数
46件

救急件数
3,874件

救急 救助火災

大地震発生
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消防テレホンサービス （火災情報、日曜・祝日当番医、夜間在宅医） ☎ 27-1199 ３月１日～３月７日は「春の全国火災予防運動」が実施されます
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